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研究テーマ※ 教職課程におけるICT活用指導力の育成に関する研究 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 
 現職教員のICT活⽤指導⼒の育成については，現状では主に教員研修や免許状更新講習等で⾏われており，
ICT活⽤指導⼒は年々向上している。しかし，教員を⽬指す学⽣に対しては，各⼤学において独⾃に取り組みが
⾏われており，その実態は明らかではなかった。2016年に教員養成を行っているすべての大学等に質問紙に
よる調査を実施したところ，大学環境の要因（ICT機器の整備遅れやICT活用のための支援体制の不足），大学
教員の指導要因（ICT活用指導力の育成を考慮した授業設計がなされていない，学校現場の現状を把握できて
いない）といった課題が明らかになった。 

 

【応用例、研究の展望】 

その後，教育職員免許法施行規則の改正により教職課程におけるICT活用に関する内容の修得促進に向けた

取り組みがなされることとなった。今後はICT活用指導力の育成を考慮した授業設計が進められるものと考え

られる。また，GIGAスクール構想の実現に伴い，学校現場で求められるICT活用指導力も変化していくことが

予想される。 

教職課程におけるICT活用に関する内容の修得促進に係る実施状況や，大学環境の要因等についての改善状

況に関する調査，ＧＩＧＡスクール時代のＩＣＴ活用指導力について等を検討することにより，学校現場が必要と

し，採用直後から活躍できる教員を養成することが必要と考える。 

 

本研究関連 

特許・論文等 

・榎本聡，「教職課程におけるICT活⽤指導⼒の育成に関する実態調査」，「国立教育政策研究所紀要」pp.9-

28，2018年 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・教職課程におけるICT活用指導力の育成 

・教職課程におけるプログラミング教育の指導 

 


